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サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
基
本
史
料
と
そ
の
解
説
」
と

あ
り
、
既
刊
の
第
－
部
・
第
豆
部
に
お
い
て
、
宮
川

氏
の
所
説
を
横
成
す
る
上
に
用
い
ら
れ
た
史
料
の
う

ち
主
な
も
の
を
収
め
て
い
る
。

　
第
一
章
は
「
土
地
関
係
冊
子
類
」
。
　
永
正
四
年
の

山
城
国
上
久
世
庄
筑
用
帳
か
ら
慶
長
六
年
の
甲
斐
国

隼
村
水
帳
ま
で
一
九
点
の
冊
子
が
含
ま
れ
、
頁
数
で

は
全
体
の
三
分
の
二
近
く
を
占
め
、
著
者
も
い
う
通

り
「
史
料
編
の
中
心
を
な
し
て
い
る
」
。
　
こ
の
う
ち

秀
吉
の
検
地
帳
は
河
内
加
納
村
（
天
正
十
一
年
）
以

下
六
点
、
戦
国
大
名
の
そ
れ
が
六
点
、
荘
園
寺
社
領

が
六
点
、
江
戸
時
代
一
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
配
分
に
し
た
の
は
、
　
「
太
閤
検
地
直
前
の
土
地

関
係
が
具
体
的
に
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
か

ら
」
で
あ
る
。

　
こ
の
観
点
は
以
下
の
章
に
も
引
継
が
れ
、
第
二
章

「
戸
口
関
係
柵
子
類
」
は
、
元
亀
か
ら
承
応
に
い
た

る
期
閲
の
象
数
改
・
人
数
帳
な
ど
九
点
、
第
三
章

門
土
地
・
民
政
関
係
文
書
類
（
領
主
側
）
」
で
は
、
秀

吉
の
検
地
条
目
・
知
行
宛
行
状
・
刀
狩
令
な
ど
太
閤

検
地
に
直
接
か
か
わ
る
法
令
の
ほ
か
、
結
城
家
法
度

・
義
治
式
目
を
は
じ
め
武
田
・
今
翔
・
朝
倉
・
北
条

等
の
諸
氏
の
文
書
を
お
さ
め
、
　
「
領
主
側
の
意
図
な

い
し
敷
策
の
方
向
」
を
把
握
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。　

第
四
章
「
土
地
・
村
落
関
係
庶
民
史
料
」
は
、
こ

れ
に
た
い
し
て
室
町
末
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の

農
民
の
指
墨
・
講
状
・
訴
状
・
村
掟
・
売
券
な
ど
の

文
書
・
記
録
類
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
木
誌

上
で
も
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
近
江
井
戸
村
文
書
な

ど
興
味
深
い
史
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
検
地
実
施
の

具
体
的
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
全
体
と
し
て
み
る
と
、
地
域
的
に
は
摂
津
・
河
内

・
近
江
・
越
前
の
史
料
が
多
い
の
も
ひ
と
つ
の
特
徴

で
あ
ろ
5
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ば
あ
く
ま
で
魅
『
太

閤
検
地
論
』
の
史
料
編
で
あ
っ
て
、
単
な
る
史
料
集

で
は
な
い
。
著
者
の
蒐
集
さ
れ
た
膨
大
な
史
料
の
う

ち
か
ら
、
著
者
の
飯
論
の
系
統
に
従
っ
て
選
び
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
の
傾
向
性
を
有
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
後
学
が
著
者
の
仕

事
を
吸
収
、
検
討
す
る
上
に
は
す
こ
ぶ
る
便
宜
な
書

物
で
あ
り
、
古
代
史
や
中
世
史
に
く
ら
べ
て
藻
本
史

料
の
公
醐
が
お
く
れ
、
同
一
史
料
に
も
と
つ
く
共
同

討
論
の
場
が
局
限
さ
れ
て
い
る
近
世
史
の
研
究
老
に

と
っ
て
は
、
そ
の
余
慶
も
多
い
も
の
と
信
ず
る
。
著

者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し

て
、
こ
の
時
期
の
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と

を
、
多
く
の
研
究
者
と
と
も
に
期
待
し
た
い
。
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白
　
峰
　
村
　
史
　
上
巻

　
白
峰
村
は
石
川
県
の
東
南
隅
・
手
取
川
の
上
流
に

あ
り
、
白
山
を
村
域
に
も
つ
村
。
さ
き
に
刊
行
さ
れ

た
下
巻
史
料
編
に
つ
い
で
本
編
と
も
称
す
べ
き
部
分

が
上
巻
で
あ
る
。

　
第
一
部
白
峰
村
の
自
然
環
境
、
第
二
部
村
の
す
が

た
、
第
三
部
村
の
お
い
た
ち
の
三
部
と
付
録
の
史
料

・
補
遺
・
年
表
等
か
ら
成
る
。
第
二
部
は
明
治
二
十

二
年
の
村
制
施
行
以
後
を
政
治
・
経
洛
∵
信
仰
と
習

俗
∵
社
会
と
教
育
等
の
分
野
に
わ
け
て
叙
述
し
て
お

り
、
鴫
治
十
一
年
の
白
峰
製
糸
社
設
立
以
来
の
製
糸

業
の
消
長
、
山
村
の
生
活
・
年
中
行
事
と
そ
の
変

遷
・
衣
食
住
・
方
言
な
ど
が
興
味
を
ひ
き
、
な
か
で

も
遍
身
か
ら
元
蝦
・
婚
姻
・
葬
送
に
い
た
る
習
俗
を
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